
JP 4558415 B2 2010.10.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）ポリグリセリル－３・ジシロキサン・ジメチコン及びポリグリセリル－３・ポリジ
メチルシロキシエチル・ジメチコンから選ばれる分岐型ポリグリセリン変性シリコーン、
及び（Ｂ）海洋性コラーゲンの加水分解物及びその誘導体から選ればれる少なくとも１種
を含有することを特徴とする染毛剤組成物。
【請求項２】
更に、（Ｃ）ショ糖脂肪酸エステルを含有することを特徴とする請求項１に記載の染毛剤
組成物。
【請求項３】
更に、（Ｄ）海洋深層水を含有することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の染毛
剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪を染色あるいは脱色するための染毛剤組成物に関するもので、詳しくは
、染色性や均染性、堅牢性あるいは脱色性に優れ、更には毛髪の損傷を防ぎ、毛髪の補修
効果にも優れ、またつやや手触りなどの感触に優れた染毛剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、染毛剤としては、酸化染料を含有する第１剤と、酸化剤を含有する第２剤よりな
る２剤型の酸化染毛剤や、酸性染料等の直接染料を含有する半永久染毛料等が広く利用さ
れている（例えば、非特許文献１参照）。酸化染毛剤は無色の低分子の酸化染料を毛髪中
に浸透させ、毛髪の中で酸化重合を行なわせることにより色素を生成させ染着させるもの
である。これらの酸化染毛剤は要望に応じた様々の色調に毛髪を染色することができる。
半永久染毛料は、直接染料を毛髪に吸着させて染毛するものであり、鮮やかな色調を得る
ことができる。また、シャンプーやスタイリング剤等の頭髪化粧料において、毛髪にコン
ディショニング効果を付与するために、ポリグリセリン変性シリコーンを用いることが知
られている（例えば、特許文献１参照）。
【非特許文献１】光井武夫編「新化粧品学」、株式会社南山堂、１９９３年１月１２日、
ｐ．４４３－４５２
【特許文献１】特開平１０－３１６５４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、従来の酸化染毛剤を用いると、毛髪が損傷し、毛髪のつやや潤いがなくなって
しまう場合があった。例えば、酸化剤により、毛髪の皮質あるいはケラチンが酸化分解さ
れることによる。特に、一度染毛処理を行った後、退色などにより再度染毛処理を行う場
合には、既に染毛処理を施されていた毛髪（既染毛）は、更に損傷が著しくなり、一層、
毛髪のつやや潤いがなくなってしまうという問題があった。この問題に対し、半永久染毛
料を用いて染毛することにより、毛髪損傷を防止することが行われてきたが、半永久染毛
料は酸化染毛剤と比べると、染毛力や堅牢性の点で十分なものではなかった。更に、損傷
した毛髪に対しては均染性やつやを付与するという効果も十分ではなかった。
【０００４】
　本発明は、上記のような従来技術に存在する問題点に着目してなされたものである。そ
の目的とするところは、染色性や均染性、堅牢性あるいは脱色性に優れ、更には毛髪の損
傷を防ぎ、毛髪の補修効果にも優れ、またつやや手触りなどの感触に優れた染毛剤組成物
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明の染毛剤組成物は、（Ａ）ポリグ
リセリル－３・ジシロキサン・ジメチコン及びポリグリセリル－３・ポリジメチルシロキ
シエチル・ジメチコンから選ばれる分岐型ポリグリセリン変性シリコーン、及び（Ｂ）海
洋性コラーゲンの加水分解物及びその誘導体から選ればれる少なくとも１種を含有するこ
とを特徴とするものである。
 
【０００６】
　請求項２に記載の発明の染毛剤組成物は、請求項１に記載の発明において、更に、（Ｃ
）ショ糖脂肪酸エステルを含有することを特徴とするものである。
【０００７】
　請求項３に記載の発明の染毛剤組成物は、請求項１又は請求項２に記載の発明において
、更に、（Ｄ）海洋深層水を含有することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、次のような効果を発揮することができる。
　請求項１に記載の発明の染毛剤組成物では、成分（Ａ）及び成分（Ｂ）を配合すること
により、染色性や均染性、堅牢性あるいは脱色性に優れ、更には毛髪の損傷を防ぎ、毛髪
の補修効果にも優れ、またつやや手触りなどの感触に優れた効果が得られる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明の染毛剤組成物では、更に成分（Ｃ）を配合することにより、請
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求項１又は請求項２に記載の発明の効果に加え、毛髪のつや及び感触を向上させることが
できる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明の染毛剤組成物では、更に成分（Ｄ）を配合することにより、請
求項１又は請求項２に記載の発明の効果に加え、均染性や堅牢性あるいは均一性、及び毛
髪の感触を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の染毛剤組成物の実施形態について詳細に説明する。
　成分（Ａ）の分岐型ポリグリセリン変性シリコーンは、上記一般式（１）で示すように
、親水性基としてポリグリセリン鎖を有する分岐型のシリコーン化合物である。
【００１２】
　上記の一般式（１）で示される分岐型ポリグリセリン変性シリコーンの具体例としては
、ポリグリセリル－３・ジシロキサン・ジメチコン（Polyglyceryl-3 Disiloxane Dimeth
icone）、ポリグリセリル－３・ポリジメチルシロキエチル・ジメチコン（Polyglyceryl-
3 Polydimethylsiloxyethyl Dimethicone）の名称でＣＴＦＡ辞典（International Cosme
tic Ingredient Dictionary and Handbook）に記載されている化合物等が挙げられる。
【００１３】
　成分（Ａ）の配合量は、好ましくは０．００５～１０質量％、より好ましくは０．０１
～５質量％、さらに好ましくは０．０５～２質量％である。この含有量が０．００５質量
％未満であると、十分な均染性及び堅牢性が得られず、つや及び感触の効果も十分に得ら
れないおそれがある。一方、１０質量％を超えると、毛髪にべたつき感が生じるおそれが
ある。
【００１４】
　成分（Ｂ）は、海洋性コラーゲンの加水分解物及びその誘導体である。海洋性コラーゲ
ンは、魚類、貝類または海綿類を起源とするコラーゲンである。
【００１５】
　魚類としては、カツオ、マグロ、カジキ、タラ、アジ、サバ、サケ、マス、サンマ、ウ
ナギ、ティラピア、カワハギ、ハタ、オヒョウ、カレイ、ヒラメ、ニシン、イワシ、サメ
、エイ、フグ、ブリ、カサゴ、メバル等が挙げられ、これらの中でもカツオ、マグロ、タ
ラ、ティラピア、オヒョウ、サケが好ましい。これらの魚皮、魚骨及び魚鱗のコラーゲン
が原料として用いられる。
【００１６】
　貝類としては、アコヤガイ、ウグイスガイ、イガイ、ムラサキイガイ、イケチョウガイ
、エゾイガイ、ホタテガイ、カキ等が挙げられ、これらの中でもアコヤガイが好ましい。
これらの貝殻、貝肉、粘液が原料として用いられる。
【００１７】
　海綿類としては、石灰海綿綱、六放海綿綱、尋常海綿綱、硬骨海綿綱が挙げられ、これ
らの中でも尋常海綿綱（角型珪質海綿、淡水性海綿、鉱泉性海綿、亜種レヴァント海綿、
ジモッカ海綿、象耳海綿、ウマ海綿）が好ましい。
【００１８】
　これら海洋性コラーゲンの中でも魚類が好ましい。海洋性コラーゲンの加水分解物は酸
、アルカリ又は酵素により加水分解することで得られる。また、それらの誘導体として、
アシル化物やシリル化誘導体、４級アンモニウム誘導体、エステル等が挙げられる。これ
らの海洋性コラーゲンの加水分解物やそれらの誘導体の分子量としては２００～５０００
が好ましい。分子量２００未満では毛髪への吸着性が少なく、５０００より多いと水溶性
が低下し吸着性が低下する。その配合量としては、組成物全量に対して０．０１～１０質
量％である。０．０１質量％より少ないと、毛髪への吸着量が少なく、充分な染毛効果が
得られず、毛髪の補修効果もほとんど期待できない。また、逆に１０質量％よりも多い場
合は、吸着量が増加せず、それ以上の効果の向上が期待できない。なお、配合量の下限に
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ついては０．０５質量％が好ましく、０．０５質量％以上配合することにより十分な染毛
効果と毛髪の補修効果が得られる。上限については５質量％が好ましく、５質量％を超え
た場合は染毛効果と毛髪の補修効果の上昇は少なくなる。
【００１９】
　成分（Ｃ）のショ糖脂肪酸エステルは、下記一般式（２）で示される。
【化３】

［式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３は、それぞれ飽和もしくは不飽和の炭素数８～２２、好ましく
は１０～１８のアシル基もしくは水素原子を表し、Ｒ４～Ｒ８はそれぞれアセチル基もし
くは水素原子を表す。ショ糖脂肪酸エステルは一般にＲ１～Ｒ３に関してはモノ、ジ、ト
リエステルの混合物が用いられる。Ｒ４～Ｒ８に関してはアセチル化度は任意である。］
【００２０】
　ショ糖脂肪酸エステルの具体例としては、第一工業製薬（株）から発売されているＤＫ
エステルＳ－１６０，Ｓ－Ｌ１８Ａなどのシリーズ、シュガーワックスＳ－１０ＥやＡ－
１０Ｅ、三菱化学フーズ（株）から発売されているリョートーシュガーエステルＰＯＳ－
１３５、Ｓ－１１７０、Ｐ－１５７０、ＬＷＡ－１５７０などのシリーズ、太陽化学（株
）から発売されているサンファクトＳＥ－１１などのシリーズ等が挙げられ、これらのシ
ョ糖脂肪酸エステルは１種又は２種以上組み合わせて用いることができる。
【００２１】
　成分（Ｃ）の配合量は、組成物全量に対して０．０１～５質量％が好ましく、さらに０
．０５～２質量％がより好ましい。０．０１質量％未満ではつや及び感触の効果が十分に
得られないおそれがある。一方、５質量％を超えると、毛髪にべたつき感が生じるおそれ
がある。
【００２２】
　成分（Ｄ）の海洋深層水は、表面海水が沈降して層を形成しているもので、低温、清浄
で栄養塩に富む固有水であり、その取水深度は２００ｍ以深であり、好ましくは３００～
４００ｍである。代表的な取水地としては、高知県室戸市沖や、静岡県焼津市、富山県滑
川市沖、沖縄県糸満市沖等が挙げられる。
【００２３】
　本発明の成分（Ｄ）は取水深度２００ｍ以深より取水され、物理的濾過工程以外の処理
を施してない海水である。使用状況によっては、イオン交換樹脂または逆浸透膜により脱
塩処理を施した同海水と併用することにより、必要な塩濃度の水を得ることもできる。同
様に上水または地下水等を使用した一般的な精製水との併用も可能である。
【００２４】
　本発明における成分（Ｄ）の含有量は、特に限定されないが、好ましくは、０．１～
９８質量％であり、より好ましくは１～９０質量％である。
【００２５】
　本発明の染毛剤組成物は、毛髪脱色剤、酸化染毛剤、半永久染毛料等のいずれの染毛剤
組成物にも適用することができる。
【００２６】
　毛髪脱色剤は、アルカリ剤を含有する第１剤と、酸化剤を含有する第２剤とからなる。
　酸化染毛剤は、アルカリ剤及び酸化染料を含有する第１剤と、酸化剤を含有する第２剤
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とからなる。
【００２７】
　毛髪脱色剤及び酸化染毛剤の第１剤に含有されるアルカリ剤としては、例えばアンモニ
ア、アルカノールアミン、アンモニウム塩、有機アミン類（２－アミノ－２－メチル－１
，３－プロパンジオール、グアニジン等）、無機アルカリ（水酸化ナトリウム、水酸化カ
リウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等）、塩基性アミノ酸（アルギニン、リジン等）
及びそれらの塩等が挙げられる。アルカノールアミンの具体例としては、モノエタノール
アミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、モノプロパノールアミン、イソプ
ロパノールアミン、ジプロパノールアミン、トリプロパノールアミン、２－アミノ－２－
メチル－１，３－プロパンジオール、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール、２－
アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール等が挙げられる。アンモニウ
ム塩の具体例としては、ハロゲン化アンモニウム、無機系アンモニウム塩、有機系アンモ
ニウム塩等が挙げられる。ハロゲン化アンモニウムとしては塩化アンモニウム等、無機系
アンモニウム塩としては炭酸アンモニウム、炭酸水素アンモニウム、硫酸アンモニウム、
リン酸アンモニウム、リン酸水素アンモニウム等、有機系アンモニウム塩としては乳酸ア
ンモニウム、クエン酸アンモニウム、グリコール酸アンモニウム等が挙げられる。
【００２８】
　これらのアルカリ剤は単独で配合してもよく、二種以上を組み合わせて配合してもよい
。これらのアルカリ剤の中でも毛髪の明度が良好となり、染色性あるいは脱色性を十分に
発揮させることができることから、少なくともアンモニアを含有させることが好ましい。
【００２９】
　第１剤中におけるアルカリ剤の含有量は、好ましくは０．１～１０質量％、より好まし
くは０．２～９．６質量％、さらに好ましくは０．６～９質量％、最も好ましくは０．７
～８質量％である。この含有量が０．１質量％未満であると、十分な明度が得られないお
それがある。一方、１０質量％を超えて配合すると、仕上り後の毛髪において良好な感触
を得ることが困難となるおそれがある。
【００３０】
　酸化染毛剤の第１剤に含有される酸化染料は、酸化剤による酸化重合によって発色可能
な化合物を示す。この酸化染料は、主要中間体及びカプラーに分類され、第１剤には少な
くとも主要中間体が含有される。　主要中間体としては、フェニレンジアミン類（但し、
メタフェニレンジアミンを除く。）、アミノフェノール類（但し、メタアミノフェノール
、２，４－ジアミノフェノール及びパラメチルアミノフェノールを除く。）、トルイレン
ジアミン類（但し、トルエン－３，４－ジアミン及びトルエン－２，４－ジアミンを除く
。）、ジフェニルアミン類、ジアミノフェニルアミン類、Ｎ－フェニルフェニレンジアミ
ン類、ジアミノピリジン類（但し、２，６－ジアミノピリジンを除く）、それらの塩類等
が挙げられる。塩類としては塩酸塩、硫酸塩、酢酸塩等が挙げられる。
【００３１】
　カプラーとしては、レゾルシン、ピロガロール、カテコール、メタアミノフェノール、
メタフェニレンジアミン、２，４－ジアミノフェノール、１，２，４－ベンゼントリオー
ル、トルエン－３，４－ジアミン、トルエン－２，４－ジアミン、ハイドロキノン、α－
ナフトール、２，６－ジアミノピリジン、１，５－ジヒドロキシナフタレン、５－アミノ
オルトクレゾール、パラメチルアミノフェノール、２，４－ジアミノフェノキシエタノー
ル、没食子酸、タンニン酸、没食子酸エチル、没食子酸メチル、没食子酸プロピル、五倍
子、５－（２－ヒドロキシエチルアミノ）－２－メチルフェノール及びそれらの塩等が挙
げられる。
【００３２】
　これらの酸化染料は単独で配合してもよく、複数を組み合わせて配合してもよい。主要
中間体の中でも、染毛力が強いことからパラフェニレンジアミン、パラトルイレンジアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－パラフェニレンジアミン、Ｎ－フェニル－
パラフェニレンジアミン、４，４’－ジアミノジフェニルアミン、２－クロロパラフェニ



(6) JP 4558415 B2 2010.10.6

10

20

30

40

50

レンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラフェニレンジアミン、パラアミノフェノール、オル
トアミノフェノール、２，６－ジクロロパラフェニレンジアミン、パラアミノフェニルス
ルファミン酸及びそれらの塩類から選ばれる少なくとも一種が好ましい。
【００３３】
　酸化染毛剤の第１剤中における酸化染料の含有量は、好ましくは０．０１～１５．０質
量％である。この含有量が０．０１質量％未満では十分な染毛力は得られにくい。一方、
１５．０質量％を超えて配合してもそれ以上の染毛力は得られにくい。
【００３４】
　更に、酸化染毛剤の第１剤には、酸化染料中間体及びカプラー以外の染料として直接染
料を配合してもよい。直接染料を配合した場合には、染毛効果を更に高めることができる
。この直接染料としては、例えば、４－ニトロ－ｍ－フェニレンジアミン、４－ニトロ－
ｏ－フェニレンジアミン、２－ニトロ－ｐ－フェニレンジアミン、ピクラミン酸、１－ア
ミノ－４－メチルアントラキノン、１，４－ジアミノアントラキノン、２－アミノ－４－
ニトロフェノール、２－アミノ－５－ニトロフェノール及びそれらの塩、並びに、「医薬
品等に使用することができるタール色素を定める省令」（昭和４１年告示、厚生省）によ
り定められた酸性染料や油溶性染料等が挙げられる。尚、前記酸性染料には、赤色２号、
赤色３号、赤色１０２号、赤色１０４号の（１）、赤色１０５号の（１）、赤色１０６号
、赤色２０１号、赤色２２７号、赤色２３０号の（１）、赤色２３０号の（２）、赤色２
３１号、赤色２３２号、赤色４０１号、赤色５０２号、赤色５０３号、赤色５０４号、赤
色５０６号、黄色４号、黄色５号、黄色２０２号の（１）、黄色２０２号の（２）、黄色
２０３号、黄色４０２号、黄色４０３号の（１）、黄色４０６号、黄色４０７号、だいだ
い色２０５号、だいだい色２０７号、だいだい色４０２号、緑色３号、緑色２０４号、緑
色２０５号、緑色４０１号、緑色４０２号、紫色４０１号、青色１号、青色２号、青色２
０２号、青色２０３号、青色２０５号、かっ色２０１号、黒色４０１号等があり、前記油
溶性染料には、赤色２１５号、赤色２１８号、赤色２２５号、だいだい色２０１号、だい
だい色２０６号、黄色２０１号、黄色２０４号、緑色２０２号、紫色２０１号、赤色５０
１号、赤色５０５号、だいだい色４０３号、黄色４０４号、黄色４０５号、青色４０３号
等がある。更には、Basic Blue 3, Basic Blue 6, Basic Blue 7, Basic Blue 9, Basic 
Blue 26, Basic Blue 41, Basic Blue 47, Basic Blue 99, Basic Brown 4, Basic Brown
 16, Basic Brown17, Basic Green 1, Basic Green 4, Basic Orange 1, Basic Orange 2
, Basic Orange 31, Basic Red 1, Basic Red 2, Basic Red 22, Basic Red 46, Basic R
ed 51, Basic Red 76, Basic Red 118, Basic Violet 1, Basic Violet 3, Basic Violet
 4, Basic Violet 10, Basic Violet 11:1, Basic Violet 14, Basic Violet 16, Basic 
Yellow 11, Basic Yellow 28, Basic Yellow 57, Basic Yellow 87, HC Blue No.2, HC B
lue No.4, HC Blue No.5, HC Blue No.6, HC Blue No.7, HC Blue No.8, HC Blue No.9, 
HC Blue No.10, HC Blue No.11, HC Blue No.12, HC Blue No.13, HC Blue No.14, HC Br
own No.1, HC Brown No.2, HC Green No.1, HC Orange No.1, HC Orange No.2, HC Orang
e No.3, HC Orange No.5, HC Red No.1, HC Red No.3, HC Red No.7, HC Red No.8, HC R
ed No.9, HC Red No.10, HC Red No.11, HC Red No.13, HC Red No.14, HC Violet No.1,
 HC Violet No.2, HC Yellow No.2, HC Yellow No.4, HC Yellow No.5, HC Yellow No.6,
 HC Yellow No.7, HC Yellow No.8, HC Yellow No.9, HC Yellow No.10, HC Yellow No.1
1, HC Yellow No.12, HC Yellow No.13, HC Yellow No.14, HC Yellow No.15, Disperse 
Black 9, Disperse Blue 1, Disperse Blue 3, Disperse Brown 4, Disperse Orange 3, 
Disperse Red 11, Disperse Red 15, Disperse Red 17, Disperse Violet 1, Disperse V
iolet 4, Disperse Violet 15等が挙げられる。これらの直接染料は単独で配合してもよ
いし、二種以上を組み合わせて配合してもよい。
【００３５】
　毛髪脱色剤及び酸化染毛剤の第２剤に含有される酸化剤としては、過酸化水素、過酸化
尿素、過酸化メラミン、過炭酸ナトリウム、過炭酸カリウム、過ホウ酸ナトリウム、過ホ
ウ酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過酸化ナトリウム、過酸化カリウム、過酸化マグネ
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シウム、過酸化バリウム、過酸化カルシウム、過酸化ストロンチウム、過硫酸塩の過酸化
水素付加物、リン酸塩の過酸化水素付加物、ピロリン酸塩の過酸化水素付加物、臭素酸ナ
トリウム等が挙げられ、その中でも過酸化水素が好ましい。これらの酸化剤は単独で配合
してもよいし、二種以上を組み合わせて配合してもよい。
【００３６】
　毛髪脱色剤及び酸化染毛剤は、使用時に第１剤と第２剤を混合して使用される。この際
、第１剤と第２剤を質量比で１：３～２：１の割合で混合するのが好ましく、１：２～１
：１の割合で混合するのがより好ましい。
【００３７】
　毛髪脱色剤及び酸化染毛剤の第１剤及び第２剤には、更に界面活性剤、油性成分、高分
子化合物、溶剤等から選ばれる少なくとも一種を配合することができる。
【００３８】
　界面活性剤の具体例としては、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、非イオ
ン性界面活性剤及び両性界面活性剤が挙げられる。
【００３９】
　アニオン性界面活性剤の具体例としては、ラウリル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレ
ン（以下、ＰＯＥという）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ステアロイルメチルタウリ
ンナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸トリエタノールアミン、テトラデセンスルホ
ン酸ナトリウム、ＰＯＥラウリルエーテルリン酸及びその塩等が挙げられる。
【００４０】
　カチオン性界面活性剤の具体例としては、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化
セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化アルキル
トリメチルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチ
ルアンモニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸ア
ミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、ステアリルトリメチルアンモニウムサッカリ
ン、セチルトリメチルアンモニウムサッカリン等が挙げられる。
【００４１】
　非イオン性界面活性剤の具体例としては、ＰＯＥアルキルエーテル類、ＰＯＥアルケニ
ルエーテル類、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル類、ＰＯＥ・ポリオキシプロピレン（以
下、ＰＯＰという）アルキルエーテル類、ＰＯＥ脂肪酸類、ＰＯＥソルビタン脂肪酸エス
テル類、ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油、ＰＯＥソルビトールテトラ脂肪酸エステ
ル、グリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エス
テル、アルキルポリグリコシド、Ｎ－アルキルジメチルアミンオキシド、ＰＯＥプロピレ
ングリコール脂肪酸エステル等が挙げられる。これらの中でも酸やアルカリ剤に強いこと
からＰＯＥアルキルエーテル類、ＰＯＥアルケニルエーテル類、ＰＯＥアルキルフェニル
エーテル類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル類等が好ましく、ＰＯＥアルキルエーテル
類、ＰＯＥアルケニルエーテル類がより好ましい。ＰＯＥアルキルエーテル類の具体例と
しては、ＰＯＥラウリルエーテル、ＰＯＥセチルエーテル、ＰＯＥイソセチルエーテル、
ＰＯＥステアリルエーテル、ＰＯＥイソステアリルエーテル、ＰＯＥベヘニルエーテル等
が挙げられ、ＰＯＥアルケニルエーテル類の具体例としては、ＰＯＥオレイルエーテル等
が挙げられる。
【００４２】
　両性界面活性剤の具体例としては、２－ウンデシル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒド
ロキシエチルイミダゾリニウムベタインナトリウム、２－ココイル－２－イミダゾリニウ
ムヒドロキサイド－１－カルボキシエチロキシ二ナトリウム塩、２－ヘプタデシル－Ｎ－
カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ココアミドプロピ
ルベタイン、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ラウラミドプロピルベタイン等が挙
げられる。
【００４３】
　これらの界面活性剤は単独で配合してもよいし、二種以上を組み合わせて配合してもよ
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い。
【００４４】
　油性成分の具体例としては、炭化水素、油脂、ロウ類、高級脂肪酸、アルキルグリセリ
ルエーテル、エステル類、シリコーン誘導体等が挙げられる。
【００４５】
　炭化水素としては、α－オレフィンオリゴマー、軽質イソパラフィン、軽質流動イソパ
ラフィン、合成スクワラン、植物性スクワラン、スクワラン、ポリブテン、流動イソパラ
フィン、流動パラフィン、オゾケライト、セレシン、パラフィン、ポリエチレン粉末、マ
イクロクリスタリンワックス、ワセリン等が挙げられる。
【００４６】
　油脂としては、オリーブ油、ツバキ油、茶実油、サザンカ油、サフラワー油、ヒマワリ
油、大豆油、綿実油、ゴマ油、牛脂、カカオ脂、トウモロコシ油、落花生油、ナタネ油、
コメヌカ油、コメ胚芽油、小麦胚芽油、ハトムギ油、ブドウ種子油、アルモンド油、アボ
カド油、カロット油、マカデミアナッツ油、ヒマシ油、アマニ油、ヤシ油、ミンク油、卵
黄油等が挙げられる。
【００４７】
　ロウ類としては、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、ホホバ油、ラノリン
等が挙げられる。
【００４８】
　高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘ
ニン酸、イソステアリン酸、ヒドロキシステアリン酸、オレイン酸、ウンデシレン酸、リ
ノール酸、リシノール酸、ラノリン脂肪酸等が挙げられる。
【００４９】
　アルキルグリセリルエーテルとしては、バチルアルコール（モノステアリルグリセリル
エーテル）、キミルアルコール（モノセチルグリセリルエーテル）、セラキルアルコール
（モノオレイルグリセリルエーテル）、イソステアリルグリセリルエーテル等が挙げられ
る。
【００５０】
　エステル類としては、アジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジイソブチル、アジピン
酸ジオクチル、アジピン酸ジ－２－ヘキシルデシル、アジピン酸ジイソステアリル、ミリ
スチン酸イソプロピル、オクタン酸セチル、イソオクタン酸セチル、イソノナン酸イソノ
ニル、イソノナン酸イソデシル、イソノナン酸イソトリデシル、セバシン酸ジイソプロピ
ル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル、
ステアリン酸ステアリル、ラウリン酸ヘキシル、ミリスチン酸ミリスチル、オレイン酸デ
シル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、ミリスチン酸トリイソデシル、ミリスチン酸
イソステアリル、パルミチン酸２－エチルへキシル、乳酸ラウリル、乳酸セチル、乳酸ミ
リスチル、乳酸オクチルドデシル、酢酸ラノリン、ステアリン酸イソセチル、イソステア
リン酸イソセチル、１２－ヒドロキシステアリン酸コレステリル、ジ－２－エチルヘキシ
ル酸エチレングリコール、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、モノイソステアリン
酸Ｎ－アルキルグリコール、カプリン酸セチル、トリカプリル酸グリセリル、ジカプリン
酸ネオペンチルグリコール、リンゴ酸ジイソステアリル、ラノリン誘導体等が挙げられる
。
【００５１】
　シリコーン誘導体としては、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン
、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ポリエー
テル変性シリコーン、平均重合度が６５０～１００００の高重合シリコーン、アミノ変性
シリコーン、ベタイン変性シリコーン、アルキル変性シリコーン、アルコキシ変性シリコ
ーン、メルカプト変性シリコーン、カルボキシ変性シリコーン、フッ素変性シリコーン、
成分（Ａ）以外のポリグリセリン変性シリコーン等が挙げられる。
【００５２】
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　これらの油性成分は単独で配合してもよいし、二種以上を組み合わせて配合してもよい
。
【００５３】
　高分子化合物としては、カチオン性高分子化合物、両性高分子化合物、アニオン性高分
子化合物、非イオン性高分子化合物が挙げられる。
【００５４】
　カチオン性高分子化合物としては、ポリマー鎖に結合してアミノ基又はアンモニウム基
を含むか、又は少なくともジメチルジアリルアンモニウムハライドを構成単位として含む
水溶液のものであり、例えばカチオン化セルロース誘導体、カチオン性澱粉、カチオン化
グアーガム誘導体、ジメチルジアリル４級アンモニウム塩重合体、ジメチルジアリル４級
アンモニウム塩・アクリルアミド共重合体及び４級化ポリビニルピロリドン誘導体などが
挙げられる。カチオン化セルロース誘導体としては、塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（
トリメチルアンモニオ）プロピル］ヒドロキシエチルセルロースが挙げられ、市販品とし
てはライオン（株）のレオガードＧ，ＧＰ、ユニオンカーバイド社のポリマーＪＲ－１２
５，ＪＲ－４００，ＪＲ－３０Ｍ，ＬＲ－４００，ＬＲ－３０Ｍ等が挙げられる。その他
のカチオン化セルロース誘導体としてはヒドロキシエチルセルロースジメチルジアリルア
ンモニウムクロリドが挙げられ、市販品としてはナショナルスターチアンドケミカル社の
セルコートＨ－１００，Ｌ－２００等が挙げられる。カチオン化グアーガム誘導体として
は、例えば、特公昭５８－３５６４０号、特公昭６０－４６１５８号及び、特開昭５８－
５３９９６号公報に記載され、RHONE-POULENC社のジャガーＣ－１３Ｓ，同－１４Ｓ，同
－１７，同－２１０，同－１６２，ＨＩ－ＣＡＲＥ１０００として市販されている。ジメ
チルジアリル４級アンモニウム塩重合体の市販品としては、オンデオ・ナルコ社のマーコ
ート１００等が挙げられる。ジメチルジアリル４級アンモニウム塩・アクリルアミド共重
合体の市販品としては、オンデオ・ナルコ社のマーコート５５０等が挙げられる。４級化
ポリビニルピロリドン誘導体としては、分子量１万～２００万のものが好ましく、市販品
としては、アイエスピー・ジャパン（株）のガフコート７３４，７５５，７５５Ｎ等が挙
げられる。その他、有用な成分としては、チバスペシャルティ・ケミカルズ社のサルケア
ＳＣ９５，９６が挙げられる。
【００５５】
　両性高分子化合物としては、例えば、Ｎ－メタクリロイルエチルＮ，Ｎ－ジメチルアン
モニウムα－Ｎ－メチルカルボキシベタイン・メタクリル酸ブチル共重合体（市販名；ユ
カフォーマーＡＭ－７５；三菱化学社製）、アクリル酸ヒドロキシプロピル・メタクリル
酸ブチルアミノエチル・アクリル酸オクチルアミド共重合体（市販名；アンフォマー２８
－４９１０；ナショナルスターチ社製）、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリル
酸共重合体（市販名；マーコート２８０，２９５；オンデオ・ナルコ社製）、塩化ジメチ
ルジアリルアンモニウム・アクリルアミド・アクリル酸のターポリマー（市販名；マーコ
ートプラス３３３０，３３３１；オンデオ・ナルコ社製）、アクリル酸・アクリル酸メチ
ル・塩化メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウム共重合体（市販名；マーコー
ト２００１；オンデオ・ナルコ社製）等が挙げられる。
【００５６】
　アニオン性高分子化合物としては、アクリル酸・アクリル酸アミド・アクリル酸エチル
共重合体、アクリル酸・アクリル酸アミド・アクリル酸エチル共重合体カリウム塩液、ア
クリル酸アルキルエステル・メタクリル酸アルキルエステル・ジアセトンアクリルアミド
・メタクリル酸共重合体液、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体、アクリル樹脂
アルカノールアミン液、カルボキシビニルポリマー、アクリル酸ヒドロキシプロピル、メ
タクリル酸ブチルアミノエチル、アクリル酸オクチルアミドの共重合体、酢酸ビニル・ク
ロトン酸共重合体、酢酸ビニル・クロトン酸・ネオデカン酸ビニル共重合体、酢酸ビニル
・クロトン酸・プロピオン酸ビニル共重合体、メチルビニルエーテル・マレイン酸モノブ
チルエステル共重合体等が挙げられる。
【００５７】
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　非イオン性高分子化合物としては、天然系、半合成系および合成系のものが挙げられる
。天然系非イオン性高分子化合物としては、セルロース、グアーガム、寒天、デンプン、
加水分解デンプン及びデキストリン等が挙げられる。また、半合成系非イオン性高分子化
合物としては、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒ
ドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシメチル
デキストランおよびカルボキシメチルキチン等が挙げられる。更に、合成系非イオン性高
分子化合物としては、ポリアクリル酸エチル、ポリアクリル酸アミド、ポリエチレングリ
コール、ポリプロピレングリコール、ポリオキシエチレン（以下、ＰＯＥという）ポリオ
キシプロピレン（以下、ＰＯＰという）共重合体、ＰＯＥ・ＰＯＰブチルエーテル、ＰＯ
Ｅ・ＰＯＰヘキシレングリコールエーテル、ＰＯＰブチルエーテル、ポリビニルピロリド
ン等が挙げられる。
【００５８】
　その他、有用な成分としては、アラビアガム、カラギーナン、ガラクタン、クインスシ
ードガム、ローカストビーンガム、トラガントガム、ペクチン、マンナン、キサンタンガ
ム、デキストラン、カードラン、ジェランガム、サクシノグルカン、ゼラチン、タマリン
ドガム、カゼイン等の天然高分子化合物が挙げられる。
【００５９】
　これらの高分子化合物は単独で配合してもよいし、二種以上を組み合わせて配合しても
よい。
【００６０】
　溶剤としては、水、エタノール、イソプロパノール、プロピレングリコール、ジプロピ
レングリコール、１，３－ブチレングリコール、イソプレングリコール、へキシレングリ
コール、エチルカルビトール、グリセリン、ジグリセリン、ポリエチレングリコール、ポ
リプロピレングリコール等が挙げられる。これらの溶剤は単独で配合してもよいし、二種
以上を組み合わせて配合してもよい。
【００６１】
　更に、その他の添加成分として、前記（ａ）成分以外のコラーゲン、ケラチン、エラス
チン、フィブロイン、コンキオリン、大豆蛋白、カゼイン、ゼラチン等の蛋白質を酸、ア
ルカリ、酵素等により加水分解した加水分解物、及びこれらを４級化したカチオン変性蛋
白質等のポリペプタイド；ピロリドンカルボン酸ナトリウム、乳酸ナトリウム、ソルビト
ール、ヒアルロン酸等の保湿剤；ベンジルアルコール、フェネチルアルコール、ベンジル
オキシエタノール、Ｎ－メチルピロリドン、Ｎ－エチルピロリドン、エチレンカーボネー
ト、プロピレンカーボネート等の染色助剤；パラベン等の防腐剤；ＥＤＴＡ－Ｎａ等のキ
レート剤；フェナセチン、ＥＤＴＡ、８－オキシキノリン、アセトアニリド、ピロリン酸
ナトリウム、バルビツール酸尿酸、タンニン酸、フェノキシエタノール等の安定化剤；リ
ン酸、クエン酸、硫酸、酢酸、乳酸、酒石酸等のｐＨ調整剤；チオグリコール酸、亜硫酸
塩等の酸化防止剤；液化石油ガス、ジメチルエーテル、窒素、炭酸ガス等の噴射剤；その
他、アミノ酸、植物抽出物、生薬抽出物、ビタミン類、色素、香料、顔料、紫外線吸収剤
等、また「医薬部外品原料規格」（１９９１年６月発行、薬事日報社）に収載されている
ものから選ばれる少なくとも一種を配合してもよい。その他の添加成分の配合量は、毛髪
脱色剤及び酸化染毛剤の常法に従って決定される。
【００６２】
　毛髪脱色剤及び酸化染毛剤の剤型としては、液状、乳液状、クリーム状、フォーム状、
ゲル状、ペースト状等とすることができる。
【００６３】
　次に、本発明の染毛剤組成物を半永久染毛料として適用する場合は、前記の直接染料が
含有される。
【００６４】
　また、染着性を高めるために染色助剤を含有させることが好ましい。この染色助剤とし
ては、ベンジルアルコール、フェネチルアルコール、γ－フェニルプロピルアルコール、
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ルフェネチルアルコール、α－フェニルエタノール、フェノキシエタノール、フェノキシ
イソプロパノール、２－ベンジルオキシエタノール等の芳香族アルコール、Ｎ－メチルピ
ロリドン、Ｎ－エチルピロリドン等のアルキルピロリドン、エチレンカーボネート、プロ
ピレンカーボネート等の低級アルキレンカーボネート等が挙げられる。これらの染色助剤
は単独で配合してもよいし、二種以上を組み合わせて配合してもよい。
【００６５】
　半永久染毛料のｐＨは、使用する染料の種類により適切に調整される。直接染料として
酸性染料を用いる場合には、ｐＨ１．５～５に調整することが好ましい。
【００６６】
　上記ｐＨの調整には酸を用いることができる。具体例としては、酢酸、乳酸、酒石酸、
リンゴ酸、クエン酸、グリコール酸、ピロリドンカルボン酸、レブリン酸、フマル酸、コ
ハク酸、酪酸、吉草酸、シュウ酸、マレイン酸、マンデル酸、アスパラギン酸、アジピン
酸、ニコチン酸等の有機酸、リン酸、塩酸、硫酸、硝酸等の無機酸が挙げられる。また、
これらの酸に、その酸のナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールア
ミン塩等のアルカノールアミン塩等を組み合わせることによって、緩衝能を持たせること
もできる。
【００６７】
　また、その他の直接染料を用いる場合には、その染料の染着力が最も有効に発揮される
、例えばｐＨ５～１０に調整される。ｐＨは前記のような酸又は前記のアルカリ剤等によ
り調整される。
【００６８】
　更に、半永久染毛料には、その他の成分として、前述した界面活性剤、油性成分、高分
子化合物、溶剤、及びその他の添加成分として挙げた各成分の中から選ばれる成分を配合
することができる。
【００６９】
　半永久染毛料の剤型としては、液状、乳液状、クリーム状、フォーム状、ゲル状、ペー
スト状等とすることができる。
【実施例】
【００７０】
　次に、実施例及び比較例を挙げて前記実施形態を更に具体的に説明する。
（実施例１～４及び比較例１～３）
　二剤式の毛髪脱色剤としての実施例１～２及び比較例１～３は、表１に示すように第１
剤及び第２剤を調製した。なお、表１における数値は質量％を示す。
【００７１】
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【表１】

【００７２】
　表１の各列の毛髪脱色剤について、第１剤と第２剤を質量比１：１で混合した後に毛束
に塗布した。この毛束を３７℃の恒温層で３０分間放置した後、シャンプーでよく洗浄し
、タオルで水分を拭き取った後、ドライヤーで乾燥した。１０名のパネラーにより、脱色
性、均一性、毛髪のつや及び毛髪の感触について、以下に示すように評価した。その評価
結果を表１に示す。
【００７３】
＜脱色性＞
　優れた明度（４点）、良好な明度（３点）、明度がやや不十分（２点）、明度が不十分
（１点）の４段階で評価した。各パネラーの採点結果について平均点を算出し、平均値が
３．６点以上を「優れる：◎」、２．６点以上３．５点以下を「良好：○」、１．６点以
上２．５点以下を「やや悪い：△」、１．５点以下を「悪い：×」とし、評価結果とした
。
＜均一性＞
　均一によく脱色される（４点）、ほぼ均一に脱色される（３点）、ややムラがある（２
点）、ムラがある（１点）の４段階で評価した。各パネラーの採点結果について平均点を
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○」、１．６点以上２．５点以下を「やや悪い：△」、１．５点以下を「悪い：×」とし
、評価結果とした。
＜毛髪のつや＞
　非常につやがある（４点）、ややつやがある（３点）、ややつやがない（２点）、つや
がない（１点）の４段階で評価した。各パネラーの採点結果について平均点を算出し、平
均値が３．６点以上を「優れる：◎」、２．６点以上３．５点以下を「良好：○」、１．
６点以上２．５点以下を「やや悪い：△」、１．５点以下を「悪い：×」とし、評価結果
とした。
＜毛髪の感触＞
　非常に良い（４点）、良い（３点）、やや悪い（２点）、悪い（１点）の４段階で評価
した。各パネラーの採点結果について平均点を算出し、平均値が３．６点以上を「優れる
：◎」、２．６点以上３．５点以下を「良好：○」、１．６点以上２．５点以下を「やや
悪い：△」、１．５点以下を「悪い：×」とし、評価結果とした。
【００７４】
　表１の結果から明らかなように、実施例１～４では、脱色性、均一性、毛髪のつや及び
毛髪の感触について十分な結果が得られている。実施例２は、成分（Ｄ）を含有しないた
め、均一性及び毛髪の感触について、実施例２よりも実施例１の方が優れる結果となって
いる。実施例３は、成分（Ｃ）を含有しないため、脱色性及び毛髪のつやについて、実施
例３よりも実施例１の方が優れる結果となっている。実施例４は、成分（Ｃ）及び成分（
Ｄ）を含有しないため、脱色性、均一性、毛髪のつや及び毛髪の感触について実施例４よ
りも実施例１の方が優れる結果となっている。
【００７５】
　一方、比較例１は成分（Ａ）を含有しないため、脱色性及び毛髪の感触について十分な
結果が得られていない。比較例２は成分（Ｂ）を含有しないため、均一性、毛髪のつや及
び毛髪の感触について十分な結果が得られていない。比較例３は成分（Ａ）及び成分（Ｂ
）を含有しないため、脱色性、均一性、毛髪のつや及び毛髪の感触について十分な結果が
得られていない。
【００７６】
（実施例５～８及び比較例４～６）
　二剤式の酸化染毛剤としての実施例５～８及び比較例４～６は、表２に示すように第１
剤及び第２剤を調製した。なお、表２の数値は質量％を示す。
【００７７】
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【表２】

【００７８】
　表の各列の酸化染毛剤について、第１剤と第２剤を質量比１：１で混合した後に毛束に
塗布した。この毛束を３７℃の恒温層で３０分間放置した後、シャンプーでよく洗浄し、
タオルで水分を拭き取った後、ドライヤーで乾燥した。１０名のパネラーにより、毛髪の
つや及び毛髪の感触について、前記と同様に評価した。また、染色性、均染性及び堅牢性
について、以下に示すように評価した。その評価結果を表２に示す。
【００７９】
＜染色性＞
　優れた染色性（４点）、良好な染色性（３点）、染色性がやや悪い（２点）、染色性が
悪い（１点）の４段階で評価した。各パネラーの採点結果について平均点を算出し、平均
値が３．６点以上を「優れる：◎」、２．６点以上３．５点以下を「良好：○」、１．６
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した。
＜均染性＞
　均一によく染まる（４点）、ほぼ均一に染まる（３点）、ややムラがある（２点）、ム
ラがある（１点）の４段階で評価した。各パネラーの採点結果について平均点を算出し、
平均値が３．６点以上を「優れる：◎」、２．６点以上３．５点以下を「良好：○」、１
．６点以上２．５点以下を「やや悪い：△」、１．５点以下を「悪い：×」とし、評価結
果とした。
＜堅牢性＞
　染毛した毛束を１日後に５０℃の１質量％ラウリル硫酸ナトリウム水溶液に１５分間浸
漬し、毛束はその後十分に水洗し、風乾させた。このときの毛束の退色の程度を処理前の
毛束と比較した。
退色がほとんどない（４点）、退色が少ない（３点）、退色がやや大きい（２点）、退色
が大きい（１点）の４段階で評価した。各パネラーの採点結果について平均点を算出し、
平均値が３．６点以上を「優れる：◎」、２．６点以上３．５点以下を「良好：○」、１
．６点以上２．５点以下を「やや悪い：△」、１．５点以下を「悪い：×」とし、評価結
果とした。
【００８０】
　表２の結果から明らかなように、実施例５～８では、染色性、均染性、堅牢性、毛髪の
つや及び毛髪の感触について十分な結果が得られている。実施例６は、成分（Ｄ）を含有
しないため、均染性、堅牢性及び毛髪の感触について、実施例６よりも実施例５の方が優
れる結果となっている。実施例７は、成分（Ｃ）を含有しないため、染色性及び毛髪のつ
やについて、実施例７よりも実施例５の方が優れる結果となっている。実施例８は、成分
（Ｃ）及び成分（Ｄ）を含有しないため、染色性、均染性、堅牢性、毛髪のつや及び毛髪
の感触について、実施例８よりも実施例１の方が優れる結果となっている。
【００８１】
　一方、比較例４は成分（Ａ）を含有しないため、染色性及び毛髪の感触について十分な
結果が得られていない。比較例５は成分（Ｂ）を含有しないため、均染性、堅牢性、毛髪
のつや及び毛髪の感触について十分な結果が得られていない。比較例６は成分（Ａ）及び
成分（Ｂ）を含有しないため、染色性、均染性、堅牢性、毛髪のつや及び毛髪の感触につ
いて十分な結果が得られていない。
【００８２】
（実施例９～１２及び比較例７～９）
　半永久染毛料としての実施例９～１２及び比較例７～９は表３に示すように調製した。
表３の各例の半永久染毛料を毛束に塗布し、この毛束を３７℃の恒温層で３０分間放置し
た後、シャンプーでよく洗浄し、タオルで水分を拭き取った後、ドライヤーで乾燥した。
１０名のパネラーにより、染色性、均染性、堅牢性、毛髪のつや及び毛髪の感触について
、前記と同様に評価した。その評価結果を表３に示す。なお、表３の数値は質量％を示す
。
【００８３】
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【００８４】
　表３の結果から明らかなように、実施例９～１２では、染色性、均染性、堅牢性、毛髪
のつや及び毛髪の感触について十分な結果が得られている。実施例１０は、成分（Ｄ）を
含有しないため、均染性、堅牢性及び毛髪の感触について、実施例１０よりも実施例９の
方が優れる結果となっている。実施例１１は、成分（Ｃ）を含有しないため、染色性及び
毛髪のつやについて、実施例１１よりも実施例９の方が優れる結果となっている。実施例
１２は、成分（Ｃ）及び成分（Ｄ）を含有しないため、染色性、均染性、堅牢性、毛髪の
つや及び毛髪の感触について、実施例１２よりも実施例９の方が優れる結果となっている
。
【００８５】
　一方、比較例７は成分（Ａ）を含有しないため、染色性及び毛髪の感触について十分な
結果が得られていない。比較例８は成分（Ｂ）を含有しないため、均染性、堅牢性、毛髪
のつや及び毛髪の感触について十分な結果が得られていない。比較例９は成分（Ａ）及び
成分（Ｂ）を含有しないため、染色性、均染性、堅牢性、毛髪のつや及び毛髪の感触につ
いて十分な結果が得られていない。
【００８６】
　なお、前記実施形態を次のように変更して構成することもできる。
　・前記実施形態の毛髪脱色剤の第１剤及び第２剤に、更にアルカリ剤、過硫酸塩、油性
成分、界面活性剤等を含有する粉末状又はクリーム状の第３剤を加えて、三剤式の毛髪脱
色剤に適用してもよい。
　・前記実施形態における二剤式の毛髪脱色剤及び上記の三剤式の毛髪脱色剤を、染毛剤
等で染められた髪を元の色に戻すための毛髪脱染剤として使用してもよい。
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